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上
司
小
剣
『
東
京
』
の
出
版
に
関
す
る
補
遺

　
　
　
　
　
　
　
―
―
信
州
大
学
所
蔵
石
井
鶴
三
関
連
資
料
か
ら
―
―

荒   

井　

真  

理  

亜　
（
相
愛
大
学
人
文
学
部
）

　
　
　
一

　

上
司
小
剣
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
っ
た
「
東
京
」
四
部
作
は
、
第
一
部
か
ら

三
部
ま
で
完
結
し
、
第
四
部
は
連
載
中
に
上
司
小
剣
が
死
去
し
た
た
め
未
完
で

あ
る
。

　

本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
の
は
、『
東
京 
第
一
部 

愛
欲
篇
』『
東
京 

第
二
部 

労

働
篇
』『
長
篇
小
説
全
集 

第
十
六
巻 

上
司
小
剣
篇
』
の
三
冊
で
あ
る
。

　
「
東
京
」
の
出
版
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
、
日
本
近
代
文
学
館
の
「
上

司
小
剣
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に
あ
る
上
司
小
剣
宛
石
井
鶴
三
書
簡
を
手
が
か
り
に

「
上
司
小
剣
『
東
京
』（
四
部
作
）
の
成
立
過
程
」

（
１
）

を
ま
と
め
た
。
ま
た
、
信
州

大
学
所
蔵
石
井
鶴
三
関
連
資
料
を
調
査
し
、「
上
司
小
剣
『
東
京 
第
一
部 

愛
欲

篇
』
の
制
作
状
況
」

（
２
）

お
よ
び
「
上
司
小
剣
『
東
京 

第
二
部 

労
働
篇
』
の
出
版

と
そ
の
後
」

（
３
）

を
発
表
し
た
。

　

そ
の
後
、
二
〇
一
八
年
の
調
査
で
、
信
州
大
学
所
蔵
石
井
鶴
三
関
連
資
料
か

ら
「
東
京
」
の
出
版
と
第
四
部
〈
建
設
篇
〉
の
創
作
に
関
す
る
石
井
鶴
三
宛
上

司
小
剣
書
簡
十
通
が
新
た
に
発
見
さ
れ
た
。
特
に
『
長
篇
小
説
全
集 

第
十
六
巻 

上
司
小
剣
篇
』
に
関
す
る
書
簡
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
確
認
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
近
代
文
学
館
の
「
上
司
小
剣
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
に

は
上
司
小
剣
宛
石
井
鶴
三
書
簡
が
九
通
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
『
長
篇

小
説
全
集 

第
十
六
巻 

上
司
小
剣
篇
』
に
関
す
る
も
の
が
二
通
あ
る
。

（
４
）

こ
れ
に

対
応
す
る
で
あ
ろ
う
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
が
、
二
〇
一
八
年
の
調
査
で

発
見
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
二

　

上
司
小
剣
の
「
東
京
」
第
一
部
〈
愛
欲
篇
〉
は
、大
正
十
年
二
月
二
十
日
か
ら

七
月
九
日
ま
で
「
東
京
朝
日
新
聞
」
に
計
一
四
〇
回
連
載
さ
れ
た
。
同
年
十
二

月
二
十
五
日
、
大
鐙
閣
よ
り
『
東
京 

第
一
部 

愛
欲
篇
』
が
刊
行
さ
れ
た
。

　
『
東
京 

第
一
部 

愛
欲
篇
』
の
挿
絵
と
装
幀
を
担
当
し
た
の
は
、
新
聞
連
載
時

に
挿
絵
を
描
い
た
石
井
鶴
三
で
あ
る
。

（
５
）

　
『
東
京 

第
一
部 

愛
欲
篇
』
が
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
刊
行
さ
れ
た
の
か
に

つ
い
て
は
、
先
に
挙
げ
た
拙
稿
「
上
司
小
剣
『
東
京 

第
一
部 

愛
欲
篇
』
の
制

作
状
況
」
で
明
ら
か
に
し
た
。

　

ま
ず
、上
司
小
剣
は
大
正
十
年
七
月
八
日
、す
な
わ
ち
「
東
京
」
第
一
部
〈
愛

欲
篇
〉
の
新
聞
連
載
が
終
わ
ら
な
い
う
ち
に
、
石
井
鶴
三
に
「
東
京
」
四
部
作

の
装
幀
を
依
頼
す
る
手
紙
を
書
い
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
時
点
で
は
ま
だ
出

版
社
が
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。「
東
京
」
の
出
版
に
は
、
上
司
小
剣
が
以
前

『
花
道
』
を
刊
行
し
た
玄
文
社

（
６
）

も
名
乗
り
を
上
げ
て
い
た
が
、
八
月
六
日
に
は

大
鐙
閣
に
決
ま
っ
た
。

　
『
東
京 

第
一
部 
愛
欲
篇
』
を
大
鐙
閣
か
ら
出
版
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
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を
、
上
司
小
剣
は
「
未
完
成
『
東
京
』
の
記
」
の
中
で
、「
そ
の
こ
ろ
盛
ん
に

や
つ
て
ゐ
た
大
鐙
閣
の
面
家
荘
佶
氏
か
ら
早
速
出
版
の
交
渉
が
あ
つ
た
」、「
私

の
本
は
売
れ
な
い
か
ら
」
と
躊
躇
す
る
と
、
面
家
は
「
い
や
き
ツ
と
売
つ
て
み

せ
る
」
と
言
っ
て
自
分
を
説
得
し
た
と
回
想
し
て
い
る
。

（
７
）

　
『
東
京 
第
一
部 

愛
欲
篇
』
は
、
九
月
十
三
日
に
「
初
め
の
方
」
が
校
了
と
な

り
、上
司
小
剣
は
石
井
鶴
三
に
口
絵
お
よ
び
「
日
比
谷
の
絵
」
と
「
浜
町
の
絵
」

を
催
促
し
た
。
十
月
十
四
日
に
は
校
正
は
「
半
分
ほ
ど
」
済
ん
で
い
た
。
さ
ら

に
、「
三
分
の
二
」
ま
で
校
正
を
終
え
た
上
司
小
剣
が
、
再
び
石
井
鶴
三
に
「
表

紙
と
画
と
を
」
催
促
し
た
の
が
、
①
の
書
簡
で
あ
る
。

①
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
（
仮
番
号
〔
馬
場
５
９
―
１
５
９
〕）

　

石
井
様　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
司
生

拝
呈
。
京
都
へ
御
旅
行
の
由
、
お
帰
り
の
上
は

御
面
倒
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
何
卒
例
の
『
東

京
』
の
表
紙
と
画
と
を
［
二
字
不
明　

ミ
セ
ケ
チ
］
至
急
に
お

願
ひ
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
画
は
最
初

九
枚
の
筈
で
し
た
が
、
若
し
今
か
ら
で
は
印
刷

が
間
に
合
は
な
い
と
い
ふ
や
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
も
う
少
し
減
じ
て
も
い
ゝ
か
と
考
へ
ま
す
の　
　
［
改
ペ
ー
ジ
］

で
、
本
屋
へ
都
合
を
問
ひ
合
は
し
て
お
き
ま

し
た
。
返
事
が
あ
り
次
第
申
し
上
げ
ま
す
が
、

何
ん
と
も
申
し
上
げ
ま
せ
ん
で
し
た
ら
、
矢
張

り
九
枚
の
お
つ
も
り
に
願
ひ
た
い
と
存
じ
ま

す
。
校
正
も
漸
く
三
分
の
二
ま
で
片
付

け
ま
し
た
。
兎
に
角
い
ろ
〳
〵
御
厄
介
を
か
け

ま
し
て
恐
れ
入
り
ま
す
。
奥
様
に
よ
ろ

し
く
申
し
上
げ
て
下
さ
い
ま
し
。

＊
一
枚
目
便
箋
上
部
に
左
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

奥
様
に
申
し
上
げ
ま
す
。
先
日
は

お
葉
書
あ
り
が
た
う
存
じ
ま
し
た
。

　

封
筒
表
の
宛
先
は
「
府
下
。
板
橋
町
字
中
丸
二
六
六
／
石
井
鶴
三
様
」
で
あ

る
。
消
印
の
日
付
は
大
正
十
年
十
月
二
十
一
日
、
時
間
は
判
読
で
き
ず
、
地
名

は
「
白
金
」
で
あ
る
。
封
筒
裏
の
差
出
人
は
「
東
京
、
下
目
黒
四
一
二
／
上
司

小
剣
」（
朱
印
）
で
、
上
司
小
剣
が
日
付
を
「
十
月
二
十
一
日
」
と
記
し
て
い

る
。
便
箋
は
「
東
京
社
特
製
」
の
「
上
司
用
箋
」
二
枚
で
、
本
文
は
封
筒
と
同

様
に
ペ
ン
で
書
か
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
よ
り
以
前
に
、
上
司
小
剣
は
石
井
鶴
三
に
手
紙
を
出
し
て
い
た
よ
う

だ
。
①
の
書
簡
に
「
京
都
へ
御
旅
行
の
由
」
と
あ
る
。
石
井
鶴
三
は
再
興
第
八

回
日
本
美
術
院
展
覧
会
京
都
展
（
大
正
十
年
十
月
十
四
日
〜
十
一
月
六
日
）
の

た
め
に
京
都
に
行
っ
て
い
た
。
石
井
鶴
三
は
不
在
で
、
上
司
小
剣
の
手
紙
を
受

け
取
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
鶴
三
の
妻
が
葉
書
で
知
ら
せ
た
の
で
あ
ろ

う
、
上
司
小
剣
は
「
奥
様
に
申
し
上
げ
ま
す
。
先
日
は
お
葉
書
あ
り
が
た
う
存

じ
ま
し
た
」
と
追
記
し
て
い
る
。

　

①
の
書
簡
の
目
的
は
、「
何
卒
例
の
『
東
京
』
の
表
紙
と
画
と
を
至
急
に
お

願
ひ
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
石
井
鶴
三
が

旅
行
中
で
あ
っ
た
こ
と
も
考
慮
し
て
だ
ろ
う
、「
画
は
最
初
九
枚
の
筈
」
だ
っ

た
が
、「
今
か
ら
で
は
印
刷
が
間
に
合
は
な
い
」
よ
う
な
ら
「
も
う
少
し
減
じ

て
も
い
ゝ
か
」
と
考
え
、「
本
屋
へ
都
合
を
問
ひ
合
は
し
て
お
き
ま
し
た
」
と
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報
告
し
て
い
る
。

　

小
説
の
校
正
は
十
月
三
十
日
に
は
終
わ
っ
て
い
た
。
そ
れ
ま
で
に
も
上
司
小

剣
は
石
井
鶴
三
と
大
鐙
閣
を
仲
介
し
、石
井
鶴
三
に
本
の
寸
法
を
確
認
し
た
り
、

挿
絵
の
タ
イ
ト
ル
や
函
の
意
匠
を
依
頼
し
た
り
し
て
い
た
。
石
井
鶴
三
の
装
幀

と
挿
絵
は
十
一
月
二
十
日
に
す
べ
て
揃
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
挿
絵
は
当
初
の
予

定
通
り
九
点
あ
っ
た
。

　

十
二
月
十
五
日
に
上
司
小
剣
が
「『
東
京
』
の
幀
装
挿
画
と
も
非
常
に
結
構
で

ご
ざ
い
ま
し
た
ね
」
と
石
井
鶴
三
に
礼
状
を
書
い
て
い
る
。
そ
の
十
二
日
前
、

す
な
わ
ち
十
二
月
三
日
に
上
司
小
剣
は
石
井
鶴
三
に
宛
て
た
葉
書
で
、「
校
正
は

ご
覧
に
入
れ
た
で
せ
う
」
と
問
い
合
わ
せ
て
い
た
。
し
か
し
、
出
版
社
が
石
井

鶴
三
に
校
正
を
見
せ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
刊
行
後
に
発
覚
す
る
。
そ
の
件

に
つ
い
て
、
上
司
小
剣
が
石
井
鶴
三
に
詫
び
た
の
が
、
②
の
書
簡
で
あ
る
。

②
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
（
仮
番
号
〔
馬
場
５
９
―
１
６
０
〕）

拝
呈
。
昨
夜
大
鐙
閣
の
生
駒
氏
来
ら
れ
、

画
の
校
正
を
御
覧
に
入
れ
な
か
つ
た
こ
と
を

大
層
あ
や
ま
つ
て
居
り
ま
し
た
。
全
く
新
年

の
売
り
出
し
期
日
に
切
迫
し
一
刻
を
争

ふ
場
合
と
な
つ
た
ゝ
め
だ
［
一
字
不
明　

ミ
セ
ケ
チ
］
さ
う
で
、
私
か
ら

も
よ
ろ
し
く
お
詫
申
し
て
く
れ
と
申
し
て

居
り
ま
し
た
。

表
紙
及
画
の
字
は
活
字
に
す
る
よ
り
も
あ
な　
　
［
改
ペ
ー
ジ
］

た
の
原
稿
の
御
字
の
方
が
非
常
に
結
構
だ

と
私
も
思
ひ
ま
す
。
本
屋
で
も
さ
う
思
つ
て

態
と
あ
の
ま
ゝ
に
し
た
の
だ
と
申
し
て
居

り
ま
し
た
。
大
鐙
閣
有
数
の
好
幀
装

に
な
つ
て
一
同
悦
で
居
り
、
こ
れ
皆
石
井

さ
ん
の
お
蔭
だ
と
申
し
て
居
り
ま
す
。
春

に
な
れ
ば
引
き
つ
ゞ
き
第
二
部
に
か
ゝ
る

さ
う
で
す
か
ら
、
御
多
忙
中
、
御
厄
介
で
せ
う　
［
改
ペ
ー
ジ
］

が
何
分
よ
ろ
し
く
お
願
ひ
い
た
し
ま
す
。
歳

末
多
忙
の
際
乱
筆
お
ゆ
る
し
を
請
ふ
。

　
　
　

十
二
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
司
小
剣

　

石
井
鶴
三

幀
装
及
［
一
字
不
明　

ミ
セ
ケ
チ
］
画
の
お
礼
に
ま
だ
参
上
い

た
さ
ぬ
よ
し
、
早
速
参
上
す
る
や
う
申
し
て

お
き
ま
し
た
。
小
生
が
参
上
す
る
筈
で
す
が
、
来
春
を
期
し
ま
す
。

　

封
筒
表
の
宛
先
は
「
府
下
。
板
橋
町
字
中
丸
二
八
二
／
石
井
鶴
三
様
」
で
あ

る
。
消
印
は
大
正
十
年
十
二
月
二
十
八
日
、午
後
一
時
か
ら
二
時
、地
名
は
「
白

金
」
で
あ
る
。
封
筒
裏
の
差
出
人
は
「
東
京
、
下
目
黒
四
一
二
／
上
司
小
剣
」

（
朱
印
）
で
、上
司
小
剣
が
日
付
を
「
十
二
月
二
十
八
日
」
と
記
し
て
い
る
。
便

箋
は
「
東
京
社
特
製
」
の
「
上
司
用
箋
」
三
枚
で
、
本
文
は
封
筒
と
同
様
に
ペ

ン
書
き
で
あ
る
。

　
「
大
鐙
閣
の
生
駒
氏
」
は
「
生
駒
鐵
男
」
と
い
い
、
上
司
小
剣
の
『
東
京 

第

一
部 
愛
欲
篇
』の
担
当
者
だ
と
思
わ
れ
る
。
上
司
小
剣
は
出
版
社
が
謝
っ
て
い

た
こ
と
を
石
井
鶴
三
に
伝
え
、
出
版
社
に
は
石
井
鶴
三
に
礼
を
言
い
に
行
く
よ

う
指
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
上
司
小
剣
が
仲
介
役
を
務
め
て
い
る
。

　

②
の
書
簡
に
は
、「
表
紙
及
画
の
字
は
活
字
に
す
る
よ
り
も
あ
な
た
の
原
稿
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の
御
字
の
方
が
非
常
に
結
構
だ
と
私
も
思
ひ
ま
す
。
本
屋
で
も
さ
う
思
つ
て
態

と
あ
の
ま
ゝ
に
し
た
の
だ
と
申
し
て
居
り
ま
し
た
」
と
あ
り
、『
東
京 

第
一
部 

愛
欲
篇
』
の
表
紙
と
挿
絵
の
字
は
石
井
鶴
三
が
書
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
「
大
鐙
閣
有
数
の
好
幀
装
」
で
刊
行
さ
れ
た
『
東
京 

第
一
部 

愛
欲
篇
』
は
よ

く
売
れ
た
。
そ
の
発
行
部
数
に
つ
い
て
、
上
司
小
剣
は
先
の
「
未
完
『
東
京
』

の
記
」
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

面
家
氏
も
「
き
ツ
と
売
つ
て
み
せ
る
」
と
は
言
つ
た
も
の
の
さ
う
自
信
も

な
か
つ
た
の
か
、
店
員
の
生
駒
鐵
男
氏
に
最
初
に
持
た
し
て
よ
こ
し
た
印

紙
は
僅
か
二
千
部
だ
つ
た
。
と
こ
ろ
が
三
月
後
に
一
躍
追
加
五
千
部
の
印

紙
に
捺
印
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
か
ら
ま
た
二
千
部
、
三
千
部
、
二
千
部
と

い
ふ
具
合
ひ
に
、
な
ん
で
も
一
万
三
四
千
部
に
達
し
た
。
私
と
し
て
は
他

に
こ
れ
ほ
ど
売
れ
た
本
は
な
く
、
そ
れ
に
定
価
が
三
円
以
上
だ
つ
た
の

で
、
後
年
の
円
本
を
除
く
と
、
印
税
の
収
入
も
、
私
と
し
て
は
巨
額
で
あ

つ
た
。
一
年
後
に
面
家
氏
か
ら
回
は
さ
れ
た
計
算
書
に
よ
る
と
、
返
品
は

僅
か
二
部
、
２
と
い
ふ
赤
い
字
が
、
私
の
眼
に
い
ま
も
嬉
し
く
残
つ
て
ゐ

て
、
他
は
皆
黒
字
な
の
を
、
私
は
今
も
大
事
に
保
存
し
て
ゐ
る
。

（
８
）

　

②
の
書
簡
で
、
上
司
小
剣
は
「
春
に
な
れ
ば
引
き
つ
ゞ
き
第
二
部
に
か
ゝ
る

さ
う
で
す
か
ら
、
御
多
忙
中
、
御
厄
介
で
せ
う
が
何
分
よ
ろ
し
く
お
願
ひ
い
た

し
ま
す
」
と
述
べ
て
い
た
。

　
『
東
京 

第
二
部 

労
働
篇
』
の
制
作
過
程
に
つ
い
て
は
、
先
に
挙
げ
た
「
上
司

小
剣
『
東
京
』（
四
部
作
）
の
成
立
過
程
」
お
よ
び
「
上
司
小
剣
『
東
京 

第
二

部 

労
働
篇
』
の
出
版
と
そ
の
後
」
で
明
ら
か
に
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
実
際
に
「
本
屋
の
方
か
ら
頻
り
に
急
き
立
て
」
ら
れ
た
上

司
小
剣
は
、
二
月
八
日
付
の
葉
書
で
石
井
鶴
三
に
装
幀
を
依
頼
し
、『
東
京 

第

二
部 

労
働
篇
』
の
出
版
に
向
け
て
動
き
出
し
た
よ
う
だ
。
石
井
鶴
三
は
十
五
日

に
承
諾
の
葉
書
を
出
し
て
い
る
が
、「
さ
し
絵
は
少
し
む
づ
か
し
い
や
う
存
し
ま

す
が
」「
中
の
挿
絵
は
無
し
に
致
し
ま
せ
う
か
」
と
打
診
し
て
い
る
。「
東
京
」

第
二
部
〈
労
働
篇
〉
は
雑
誌
「
中
央
公
論
」「
解
放
」
に
分
載
さ
れ
て

（
９
）

挿
絵
が
な

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
上
司
小
剣
は
十
六
日
に
返
信
し
、
巻
頭
に
主
人
公
の
肖

像
画
だ
け
を
入
れ
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
し
か
し
、四
月
十
九
日
の
葉
書
に
は
、

版
元
で
あ
る
大
鐙
閣
が
挿
絵
を
入
れ
た
い
と
希
望
し
て
い
る
の
で
、
会
っ
て
相

談
し
た
い
と
あ
る
。
こ
の
相
談
の
結
果
、『
東
京 

第
二
部 

労
働
篇
』
に
も
挿
絵

を
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
、
六
月
二
十
七
日
に
上
司
小
剣
は
石
井

鶴
三
に
挿
絵
を
催
促
す
る
葉
書
を
出
し
て
い
る
。
で
き
た
絵
か
ら
大
鐙
閣
に
回

し
て
ほ
し
い
と
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
葉
書
と
同
日
に
書
か
れ
た
の
が
、
③

の
書
簡
で
あ
る
。

③
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
（
仮
番
号
〔
馬
場
５
９
―
１
６
３
〕）

　

石
井
様　
　
　

上
司
生

お
手
紙
拝
見
。
お
忙
し
い
と
こ
ろ
を
何
ん
と

も
恐
れ
入
り
ま
す
が
、［
不
明
四
字　

ミ
セ
ケ
チ
］
何
分
よ
ろ
し

く
願
ひ
ま
す
。
も
う
原
稿
も
校
正
も
余
程

進
み
ま
し
た
か
ら
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
。
印
刷
を

急
ぐ
が
た
め
に
、
製
版
が
ぞ
ん
ざ
い
に
な
つ
た
り

す
る
と
い
け
ま
せ
ん
か
ら
、
何
卒
よ
ろ
し
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
願
ひ
い
た
し
ま
す
。

　
　

六
月
二
十
七
日

　

封
筒
表
の
宛
先
は
「
府
下
。
板
橋
町
中
丸
／
石
井
鶴
三
様
」
で
あ
る
。
消
印
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は
大
正
十
一
年
六
月
二
十
七
日
、
時
間
は
午
後
零
時
か
ら
一
時
、
地
名
は
「
白

金
」
で
あ
る
。
封
筒
裏
の
差
出
人
は
「
東
京
府
下
下
目
黒
四
一
二
／
上
司
小
剣
」

（
印
刷
）
で
、上
司
小
剣
が
日
付
を
「
大
正
□
年
六
月
二
十
七
日
」
と
記
し
て
い

る
。
便
箋
は
二
百
字
詰
原
稿
用
紙
一
枚
で
、
本
文
は
封
筒
と
同
様
に
ペ
ン
で
書

か
れ
て
い
る
。

　
「
お
手
紙
拝
見
」
と
あ
る
の
で
、
石
井
鶴
三
の
手
紙
へ
の
返
信
で
あ
る
。「
原

稿
も
校
正
も
余
程
進
み
ま
し
た
」
と
進
捗
状
況
を
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、
印
刷

を
急
い
で
い
る
こ
と
を
伝
え
、
や
は
り
挿
絵
を
催
促
し
て
い
る
。

　

石
井
鶴
三
は
七
月
十
六
日
に
「
先
日
三
枚
渡
し
て
」「
次
の
三
枚
を
二
三
日
中

に
渡
し
た
い
」
と
、
挿
絵
の
進
捗
状
況
を
知
ら
せ
る
葉
書
を
上
司
小
剣
に
送
っ

て
い
る
。
さ
ら
に
八
月
一
日
の
葉
書
で
は
、「
先
月
二
十
四
日
全
部
渡
し
づ
み
に

な
り
ま
し
た
」
と
報
告
し
て
い
る
。『
東
京 

第
二
部 

労
働
篇
』
に
は
、
主
人
公

の
肖
像
画
を
は
じ
め
、
石
井
鶴
三
に
よ
る
挿
絵
が
六
点
あ
る
。

　
『
東
京 

第
二
部 

労
働
篇
』
は
、
大
正
十
一
年
八
月
二
十
五
日
に
大
鐙
閣
よ
り

刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
発
行
部
数
に
つ
い
て
、上
司
小
剣
は
前
掲
の
「
未
完
成
『
東

京
』
の
記
」
で
、「『
第
二
部
労
働
篇
』
は
直
ち
に
大
鐙
閣
か
ら
出
版
し
、
こ
れ

は
七
千
部
ほ
ど
だ
つ
た
」（

（1
（

と
語
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
「
つ
づ
い
て
『
第
三
部
争
闘
篇
』
の
起
稿
を
催
促
さ
れ
て
ゐ
る
う
ち

に
大
震
災
と
な
つ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、「
東
京
」
第
三
部
〈
争
闘

篇
〉
は
、
そ
の
初
め
が
大
震
災
前
に
す
で
に
雑
誌
「
解
放
」
に
発
表
さ
れ
て
い

た
。（

（1
（

　

大
正
十
二
年
九
月
一
日
に
関
東
大
震
災
が
起
こ
り
、「
解
放
」
を
発
行
し
て
い

た
解
放
社
は
大
鐙
閣
と
と
も
に
罹
災
、「
解
放
」
の
発
行
は
停
止
す
る
。
上
司
小

剣
の
自
筆
年
譜（

（1
（

に
よ
る
と
、
大
正
十
二
年
「
九
月
の
震
災
に
遭
ひ
、
出
版
元
大

鐙
閣
焼
亡
し
、
校
正
中
の
原
稿
を
焼
く
」
と
あ
る
。

　

解
放
社
が
雑
誌
を
発
行
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
、「
東
京
」
第
三
部
〈
争
闘

篇
〉
の
続
き
は
、「
東
京
朝
日
新
聞
」
に
大
正
十
二
年
十
月
一
日
か
ら
十
二
月

二
十
九
日
ま
で
計
九
十
回
連
載
さ
れ
た
。挿
絵
は
石
井
鶴
三
が
担
当
し
て
い
る
。

　

一
方
、「
東
京
」
四
部
作
の
刊
行
を
契
約
し
て
い
た
大
鐙
閣
が
震
災
で
倒
産
し

て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、
第
三
部
〈
争
闘
篇
〉
の
出
版
は
「
直
ち
に
」
と
は
い
か

な
か
っ
た
。
そ
の
様
子
が
窺
え
る
の
が
、
④
の
書
簡
で
あ
る
。

④
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
（
仮
番
号
〔
馬
場
５
９
―
１
７
０
〕）

拝
呈
。『
東
京
』
も
、
其
の
後
い
ろ
〳
〵
忙
し
く
て
、
続

稿
が
ま
と
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
画
の
お
願
ひ
に
も
行
か

ず
に
居
り
ま
す
。
い
づ
れ
よ
ろ
し
く
お
願
ひ
申
し
ま
す
。

『
日
々
』
の
大
菩
薩
峠
の
絵
を
、
感
心
し
て
拝
見

し
て
居
り
ま
す
。

奥
さ
ま
に
よ
ろ
し
く
。

　
　

二
月
二
十
七
日

　

葉
書
表
の
宛
先
は「
市
外
板
橋
中
丸
二
六
六
／
石
井
鶴
三
様
」で
あ
る
。
消
印

は
判
読
で
き
な
い
。
差
出
人
は
「
東
京
、
下
目
黒
四
一
二
／
上
司
小
剣
」（
印
）

で
あ
る
。
葉
書
は
一
般
的
な
「
通
信
省
発
行　

印
刷
局
製
造
」
の
郵
便
は
が
き

を
用
い
て
お
り
、
表
も
裏
も
ペ
ン
で
書
か
れ
て
い
る
。

　

消
印
は
判
読
で
き
な
い
が
、
本
文
に
「『
日
々
』
の
大
菩
薩
峠
の
絵
を
、
感
心

し
て
拝
見
し
て
居
り
ま
す
」
と
あ
る
の
で
、「
東
京
日
日
新
聞
」
に
連
載
さ
れ
た

中
里
介
山
の
「
大
菩
薩
峠
」
に
石
井
鶴
三
が
挿
絵
を
描
い
て
い
た
時
の
も
の
で

あ
ろ
う
。
葉
書
は
「
二
月
二
十
七
日
」
に
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
頃
「
大
菩
薩

峠
」
が
「
東
京
日
日
新
聞
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
、
こ
の
葉
書
が

書
か
れ
た
年
は
〈
無
明
の
巻
〉
が
掲
載
さ
れ
た
大
正
十
四
年
か
、〈
流
転
の
巻
〉
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が
掲
載
さ
れ
た
大
正
十
五
年
に
絞
ら
れ
る
。（

（1
（

さ
ら
に
、
大
正
十
四
年
五
月
三
十

日
に
、上
司
小
剣
は
石
井
鶴
三
に
「『
東
京
』
に
就
い
て
い
ま
の
う
ち
に
御
相
談

に
出
た
い
と
存
じ
ま
す
」「
不
景
気
の
ド
ン
底
に
出
す
の
は
損
だ
と
思
つ
て
居

り
ま
す
が
、
準
備
だ
け
は
整
へ
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
し
て
」
と
い
う
手
紙
を

出
し
て
い
る
。
上
司
小
剣
は
大
正
十
四
年
五
月
に
は
「
東
京
」
第
三
部
〈
争
闘

篇
〉
の
刊
行
の
準
備
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
④
の
書

簡
は
大
正
十
四
年
二
月
二
十
七
日
に
書
か
れ
た
も
の
だ
と
推
定
で
き
る
。

　
　
　
三

　
「
東
京
」
第
三
部
〈
建
設
篇
〉
の
刊
行
が
決
ま
っ
た
、と
い
う
よ
り
も
第
一
部

か
ら
第
三
部
ま
で
を
一
冊
に
ま
と
め
て
出
版
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和

二
年
の
歳
末
か
、
三
年
の
正
月
頃
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
上
司
小
剣
が
石
井
鶴

三
に
急
ぎ
知
ら
せ
た
の
が
、
⑤
の
書
簡
で
あ
る
。

⑤
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
（
仮
番
号
〔
馬
場
５
９
―
１
６
４
〕）

　

拝
呈
。
暫
ら
く
御
無
沙
汰
い
た
し

ま
し
た
。

  

扨
例
の
『
東
京
』
も
あ
と
が
書
け
な
い

の
で
出
版
が
の
び
〳
〵
に
な
つ
て
居
り
ま

し
た
と
こ
ろ
、
今
度
新
潮
社
か
ら
今

ま
で
の
も
の
を
三
部
纏
め
て
、
と
り
あ
へ

ず
、
長
篇
小
説
全
集
の
中
の
一

巻
と
し
て
出
す
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。
就
い
て
は
挿
絵
を
三
十
枚
ほ
ど

入
れ
た
い
と
の
こ
と
に
、
朝
日
へ
出
ま
し

た
分
の
う
ち
お
手
元
に
御
保
存
の

が
ま
だ
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
適
当

な
も
の
を
二
十
九
枚
だ
け
お
撰
び

下
さ
い
ま
し
て
、
一
枚
は
「
争
闘
篇
」

の
は
じ
め
へ
明
治
神
宮
祭
の
［
改
ペ
ー
ジ
］

光
景
を
一
枚
だ
け
新
た
ら
し
く

お
描
き
願
へ
ま
す
れ
ば
、
甚
だ

仕
合
せ
に
存
じ
ま
す
。
い
づ
れ
お

目
に
か
ゝ
り
ま
し
て
お
願
ひ
い
た

し
ま
す
し
、
新
潮
社
の
方
か
ら

も
数
日
中
に
お
伺
ひ
い
た
す
こ

と
ゝ
存
じ
ま
す
が
、
取
り
敢
へ
ず

御
内
諾
だ
け
を
願
て
お
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。
何
分
の
御
返
事

願
へ
ま
す
れ
ば
、
幸
甚
。
お
忙
し

い
と
こ
ろ
を
御
無
理
願
ひ
ま
し
て
恐
れ
入
り
候
。

　
　

一
月
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
司
小
剣

　

石
井
鶴
三
様

　
　
　
　
　
　

侍
史

　

封
筒
表
の
宛
先
は「
池
袋
中
丸
二
六
六
／
石
井
鶴
三
様
」で
あ
る
。
左
に「
至

急
」
と
あ
る
。
消
印
は
な
い
。
封
筒
裏
の
差
出
人
は
「
東
京
、
下
目
黒
四
一
二

／
上
司
小
剣
」（
印
）
で
、
上
司
小
剣
が
日
付
を
「
一
月
八
日
」
と
記
し
て
い

る
。
便
箋
は
「
東
京
文
房
堂
製
」
の
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
二
枚
で
、
本
文
は
封
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筒
と
同
様
に
ペ
ン
で
書
か
れ
て
い
る
。

　

消
印
が
な
い
の
で
、
封
筒
だ
け
で
は
年
が
特
定
で
き
な
い
が
、
本
文
に
「
今

度
新
潮
社
か
ら
今
ま
で
の
も
の
を
三
部
纏
め
て
、
と
り
あ
へ
ず
、
長
篇
小
説
全

集
の
中
の
一
巻
と
し
て
出
す
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
」
と
あ
る
の
で
、
昭
和
三

年
一
月
八
日
の
書
簡
で
あ
ろ
う
。

　
「
東
京
」
第
一
部
か
ら
第
三
部
ま
で
を
『
長
篇
小
説
全
集
』
の
一
巻
と
し
て

刊
行
す
る
に
あ
た
り
、
上
司
小
剣
は
石
井
鶴
三
に
「
挿
絵
を
三
十
枚
ほ
ど
入
れ

た
い
」
と
い
う
出
版
社
の
意
向
を
伝
え
た
。
そ
し
て
、
二
十
九
枚
は
こ
れ
ま
で

の
挿
絵
か
ら
選
ぶ
こ
と
を
提
案
し
、「「
争
闘
篇
」
の
は
じ
め
へ
明
治
神
宮
祭
の

光
景
を
一
枚
だ
け
新
た
ら
し
く
」
描
い
て
ほ
し
い
と
頼
ん
で
い
る
。

　

石
井
鶴
三
は
こ
の
依
頼
を
承
諾
し
、
上
司
小
剣
は
⑥
の
礼
状
を
書
い
て
い

る
。

⑥
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
（
仮
番
号
〔
馬
場
５
９
―
１
６
５
〕）

　
　

石
井
様　

侍
史　
　
　
　
　

上
司
生

　

拝
呈
。

　

早
速
御
承
諾
を
得
ま
し
て
う
れ
し
く

存
じ
ま
す
。
私
と
し
て
は
、
む
ろ
ん
新
ら
し

く
お
描
き
下
す
つ
た
方
が
有
り
が
た
い
の

で
す
け
れ
ど
、
お
忙
し
い
こ
と
ゝ
思
つ
て
遠

慮
し
ま
し
た
の
と
、
前
に
お
描
き
下
す
ツ

た
の
に
、
新
聞
挿
絵
と
し
て
は
空
前
の

名
画
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
う
ち
か
ら

お
撰
び
下
さ
る
や
う
に
お
願
ひ
し
た
わ
け

で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
時
日
に
ど
れ
ほ
ど
の
ゆ
と

り
が
あ
る
か
、
そ
れ
は
新
潮
社
の
方
へ
き
か

な
け
れ
ば
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、古
［
の　

ミ
セ
ケ
チ
］［
い　

左
傍
挿
入
］
方
の

画
（
新
聞
に
出
ま
し
た
）
の
う
ち
で
も
、
私

方
に
ご
ざ
い
ま
す
日
比
谷
公
園
の
画
や
、

多
分
朝
日
社
に
保
存
し
て
あ
る
と
思
は

れ
ま
す
裸
婦
（
小
夜
子
入
浴
、
争
闘

篇
）
の
絵
は
是
非
入
れ
た
い
と
思
ひ
ま

す
。
明
治
神
宮
祭
の
画
も
楽
み
に
し

て
居
り
ま
す
。
い
づ
れ
お
目
に
か
ゝ
つ
て
申
し
上

げ
ま
す
が
、
取
り
敢
へ
ず
御
礼
ま
で
。
草
々
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
月
九
日

い
づ
れ
新
潮
社
の
渡
辺
氏
が

そ
の
う
ち
参
上
さ
れ
る
で
せ
う
。

　

封
筒
表
の
宛
先
は
「
市
外
。
板
橋
町
中
丸
二
六
六
／
石
井
鶴
三
様
」
で
あ
る
。

消
印
は
昭
和
三
年
一
月
九
日
、
時
間
は
午
後
四
時
か
ら
六
時
、
地
名
は
欠
損
。

封
筒
裏
の
差
出
人
は
「
東
京
、
下
目
黒
四
一
二
／
上
司
小
剣
」（
印
）
で
、
上

司
小
剣
が
日
付
を
「
一
月
九
日
」
と
記
し
て
い
る
。
便
箋
は
「
東
京
文
房
堂
製
」

四
百
字
詰
原
稿
用
紙
一
枚
で
、本
文
は
封
筒
と
同
様
に
ペ
ン
で
書
か
れ
て
い
る
。

　

上
司
小
剣
が
「
私
と
し
て
は
、
む
ろ
ん
新
ら
し
く
お
描
き
下
す
つ
た
方
が
有

り
が
た
い
の
で
す
け
れ
ど
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
石
井
鶴
三
は
こ
れ
ま
で
の

挿
絵
を
選
ぶ
の
で
は
な
く
、新
た
に
絵
を
描
く
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

上
司
小
剣
と
し
て
は
、
そ
の
判
断
を
石
井
鶴
三
に
委
ね
、「
裸
婦
（
小
夜
子
入

浴
、
争
闘
篇
）」
の
絵
」
と
「
明
治
神
宮
祭
の
画
」
は
入
れ
た
い
と
考
え
て
い

た
。

　

そ
の
後
、石
井
鶴
三
と
上
司
小
剣
、ま
た
「
新
潮
社
の
渡
辺
氏
」
と
の
間
で
ど
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の
よ
う
な
や
り
と
り
が
あ
っ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
上
司
小
剣
は
八
月
十
二

日
に
「
例
の
『
東
京
』
の
挿
絵
に
就
き
一
度
参
上
御
相
談
申
上
げ
た
い
」
と
し

て
、
石
井
鶴
三
に
⑦
の
書
簡
を
送
っ
て
い
る
。

⑦
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
（
仮
番
号
〔
馬
場
５
９
―
１
６
７
〕）

拝
啓　

暫
ら
く
御
無
沙

汰
申
し
上
げ
ま
し
た
。
偖

例
の
『
東
京
』
の
挿
絵

に
就
き
一
度
参
上
御

相
談
申
上
げ
た
い
の
で

す
が
突
然
参
り
ま
し

て
も
御
不
在
だ
と
失
望

し
ま
す
か
ら
向
ふ
一
両

日
（
両
三
日
中
で
も
）
に
御

都
合
の
時
と
日
と
を

此
使
に
お
知
ら
せ
下

さ
ら
ば
結
構
に
存
じ

ま
す
。
御
多
忙
中

誠
に
御
迷
惑
と
は

重
々
お
察
し
て
居

り
ま
す
が
新
潮
社
で
は

予
定
の
狂
ふ
の
を
大

層
心
配
し
て
居
り
ま
す

の
で
何
分
と
も
に
よ

ろ
し
く
願
上
げ
ま
す

私
も
芸
術
的
良
心
か

ら
こ
の
暑
い
の
に
百

枚
ば
か
り
書
き
加
へ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
て

ど
こ
か
涼
し
い
と
こ
ろ
へ

で
も
出
か
け
や
う
か
と
思
つ

て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。
画
が
一
局
部

に
偏
す
る
と
い
け
な
い

と
思
ひ
ま
す
の
で
新

場
面
の
と
こ
ろ
を
も

一
二
枚
お
願
ひ
し
た
い

と
考
へ
て
居
り
ま
す
委

し
く
は
拝
眉
の
節

申
し
上
げ
ま
す
。
で
は

い
つ
参
上
い
た
し
ま

し
た
ら
一
時
間
ば
か
り

お
話
し
が
出
来
ま
せ
う
か

御
返
事
を
お
待
ち

い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

草
々

　
　

八
月
二
十
二
日

　
　
　
　
　
　

上
司
生

　

石
井
鶴
三
様

　
　
　
　
　

侍
史
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封
筒
表
の
宛
先
は
「
池
袋
。　
　

板
橋
町
中
丸
二
六
六
／
石
井
鶴
三
様
」
で

あ
る
。
持
参
便
の
た
め
、
消
印
は
な
い
。
封
筒
裏
の
差
出
人
は
「
東
京
、
下
目

黒
四
一
二
／
上
司
小
剣
」（
印
）
で
、
上
司
小
剣
が
日
付
を
「
八
月
二
十
二
日
」

と
記
し
て
い
る
。
巻
紙
で
、
本
文
は
封
筒
と
同
様
に
墨
書
で
あ
る
。

　

消
印
が
な
い
の
で
、
封
筒
か
ら
は
何
年
の
書
簡
か
を
判
断
で
き
な
い
が
、
本

文
に
「
新
潮
社
で
は
予
定
の
狂
ふ
の
を
大
層
心
配
し
て
居
り
ま
す
」
と
あ
る
の

で
、『
長
篇
小
説
全
集 

第
十
六
巻 

上
司
小
剣
篇
』
の
制
作
が
進
ん
で
い
た
昭
和

三
年
八
月
二
十
二
日
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
東
京
」
第
三
部
〈
争
闘
篇
〉
は
、「
東
京
朝
日
新
聞
」
で
の
連
載
の
最
終
回
、

す
な
わ
ち
大
正
十
二
年
十
二
月
二
十
九
日
の
本
文
末
尾
に
「（
こ
の
章
完
結
）」

と
記
さ
れ
て
い
た
。
上
司
小
剣
は
そ
の
続
き
を
「
芸
術
的
良
心
か
ら
」「
百
枚

ば
か
り
書
き
加
へ
る
」
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、「
画
が
一
局
部
に

偏
す
る
」
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
石
井
鶴
三
に
「
新
場
面
の
と
こ
ろ
を
も
一
二

枚
」
挿
絵
を
描
い
て
も
ら
う
必
要
が
あ
っ
た
。
先
の
「
御
相
談
」
は
こ
の
「
新

場
面
」
に
つ
い
て
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　

し
か
し
、「
新
場
面
」
を
「
百
枚
ば
か
り
書
き
加
へ
る
」
の
は
容
易
で
は
な

か
っ
た
よ
う
だ
。
上
司
小
剣
は
⑧
の
書
簡
で
、
挿
絵
の
礼
と
あ
わ
せ
て
、
そ
の

進
捗
状
況
を
知
ら
せ
て
い
る
。

⑧
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
（
仮
番
号
〔
馬
場
５
９
―
１
６
８
〕）

拝
呈　

お
か
き
下
す
つ
た

画
を
二
三
枚
、
校
正
刷

に
［
刷　

ミ
セ
ケ
チ
］［
貼　

左
傍
挿
入
］
つ
て
来
た
の
を
拝

見
し
ま
し
た
が
、
い
づ
れ

も
結
構
で
感
心
い
た

し
ま
し
た　

厚
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す

日
比
谷
の
絵
は
ま
だ

拝
見
し
ま
せ
ん
が
、
す

ば
ら
し
い
も
の
だ
と
社

の
人
が
言
つ
て
ゐ
ま
し

た口
絵
の
油
画
は

そ
の
う
ち
お
ひ
ま
の
節

私
も
記
念
に
一
つ
［
同
じ
の
を　

左
傍
挿
入
］
か
い

て
い
た
ゞ
き
た
い
と
存

じ
ま
す　

漸
く
争
闘

篇
ま
で
書
き
上
げ
た

好
記
念
で
あ
ら
う
と

思
ひ
ま
す

私
の
書
き
足
し
の

原
稿
が
ま
だ
出
来

な
い
の
で
、
新
潮
社
か
ら

劇
烈
な
催
促
を
受

け
て
ゐ
ま
す

ま
づ
は
御
礼
ま
で
、

忙
し
い
の
で
ま
だ
院

展
も
拝
見
し
ま
せ

ん
　
　

九
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　
　
　

上
司
生
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石
井
様

　

封
筒
表
の
宛
先
は
「
市
外
板
橋
町
中
丸
二
六
六
／
石
井
鶴
三
様
」
で
あ
る
。

左
に
「
御
礼
状
」
と
あ
る
。
消
印
は
昭
和
三
年
九
月
二
十
三
日
、
時
間
は
午
後

だ
が
そ
れ
以
外
は
判
読
で
き
な
い
、
地
名
は
「
白
金
」
で
あ
る
。
封
筒
裏
の
差

出
人
は
「
東
京
、
下
目
黒
四
一
二
／
上
司
小
剣
」（
印
）
で
、
上
司
小
剣
が
日
付

を
「
九
月
二
十
三
日
」
と
記
し
て
い
る
。
巻
紙
で
、
本
文
は
封
筒
と
同
様
に
墨

書
で
あ
る
。

　
「
お
か
き
下
す
つ
た
画
を
二
三
枚
、校
正
刷
に
貼
つ
て
来
た
の
を
拝
見
し
ま
し

た
」
と
い
う
の
で
、
九
月
二
十
三
日
に
は
部
分
的
に
校
正
刷
り
が
出
て
お
り
、

そ
れ
に
は
石
井
鶴
三
の
挿
絵
も
入
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
日
比
谷
の

絵
は
ま
だ
拝
見
し
ま
せ
ん
が
、
す
ば
ら
し
い
も
の
だ
と
社
の
人
が
言
つ
て
ゐ
ま

し
た
」
と
あ
り
、「
口
絵
の
油
画
」
が
話
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時

点
で
石
井
鶴
三
は
口
絵
や
挿
絵
を
出
版
社
に
渡
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ

し
、
す
べ
て
揃
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

　

⑧
の
書
簡
で
、
上
司
小
剣
は
「
私
の
書
き
足
し
の
原
稿
が
ま
だ
出
来
な
い
の

で
、
新
潮
社
か
ら
劇
烈
な
催
促
を
受
け
て
ゐ
ま
す
」
と
書
い
て
い
る
。
九
月

二
十
三
日
に
は
追
加
原
稿
は
で
き
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
『
長
篇
小
説
全
集 

第
十
六
巻 

上
司
小
剣
篇
』
の
口
絵
や
挿
絵
に
つ
い
て
は
、

先
の
「
上
司
小
剣
『
東
京
』（
四
部
作
）
の
成
立
過
程
」（

（1
（

で
言
及
し
た
。
石
井
鶴

三
は
、
昭
和
三
年
九
月
二
十
六
日
の
も
の
だ
と
思
わ
れ
る（

（1
（

上
司
小
剣
宛
書
簡
で

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

御
原
稿
拝
読
し
ま
し
た　

す
ぐ
に
御
返
し
致
し
ま
す　

そ
れ
で
は
「
腕
角

力
の
と
こ
ろ
」
と
「
廃
墟
」
の
と
こ
ろ
を
描
く
事
と
致
し
ま
せ
う

私
の
方
は
こ
の
二
枚
で
挿
絵
の
方
は
終
り
と
な
り
ま
す

　

上
司
小
剣
が
新
た
に
書
き
加
え
た
原
稿
を
、
石
井
鶴
三
が
受
け
取
っ
た
の
は

九
月
二
十
六
日
頃
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
石
井
鶴
三
は
そ
れ
か
ら

「
新
場
面
」
の
挿
絵
を
描
い
た
の
で
あ
る
。

　
「
新
場
面
」
の
挿
絵
二
点
は
、
十
月
五
日
に
は
で
き
て
い
た
よ
う
だ
。「
追
加

分
の
絵
」
に
対
す
る
上
司
小
剣
の
礼
状
が
、
⑨
の
書
簡
で
あ
る
。

⑨
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
（
仮
番
号
〔
馬
場
５
９
―
１
６
６
〕）

お
手
紙
拝
見
、
お
骨
折
有
り
が
た
う
存
じ

ま
し
た
。
追
加
分
の
絵
も
あ
れ
な
ら

結
構
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
荷
担
ぎ
の
少

年
が
出
て
ゐ
や
し
な
い
か
と
思
つ
て

ち
よ
ツ
と
申
し
上
げ
た
の
で
し
た
。

腕
角
力
の
下
絵
面
白
く
拝
見
い
た

し
ま
し
た
。
ま
づ
は
御
礼
ま
で
取
り

敢
へ
ず
。

今
年
は
忙
し
く
て
、
院
展
も
遂
ひ
拝

見
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　

十
月
五
日

　
　
　
　
　
　
　
　

上
司
生

　

石
井
様

　

封
筒
表
の
宛
先
は
「
市
外
。
板
橋
町
字
中
丸
二
六
六
／
石
井
鶴
三
様
」
で
あ

る
。
消
印
は
年
が
欠
け
て
い
る
が
十
月
五
日
、
時
間
は
午
後
六
時
か
ら
八
時
、

地
名
は
「
目
□
」、
最
初
の
文
字
は
読
め
る
が
、
後
の
一
字
が
欠
け
て
い
る
。
封
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筒
裏
の
差
出
人
は
「
東
京
、
下
目
黒
四
一
二
／
上
司
小
剣
」（
印
）
で
、
日
付
が

「
十
月
五
日
」
と
青
鉛
筆
で
記
さ
れ
て
い
る
。
便
箋
は
「
東
京
文
房
堂
製
」
四
百

字
詰
原
稿
用
紙
一
枚
で
、
本
文
は
封
筒
と
同
様
に
ペ
ン
で
書
か
れ
て
い
る
。

　

消
印
の
年
は
欠
け
て
い
る
が
、本
文
に
出
て
く
る
「
腕
角
力
の
下
絵
」
は
『
長

篇
小
説
全
集 

第
十
六
巻 

上
司
小
剣
篇
』
の
挿
絵
の
下
絵
な
の
で
、
⑨
の
書
簡

は
昭
和
三
年
十
月
五
日
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
荷
担
ぎ
の
少
年
が
出
て
ゐ
や
し
な
い
か
と
思
つ
て
ち
よ
ツ
と
申
し
上
げ
た

の
で
し
た
」
と
い
う
の
で
、こ
れ
以
前
の
手
紙
で
上
司
小
剣
は
石
井
鶴
三
に
「
追

加
分
の
絵
」
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、『
長
篇
小

説
全
集 

第
十
六
巻 

上
司
小
剣
篇
』
で
確
認
す
る
限
り
、
二
点
の
「
追
加
分
の

絵
」
に
あ
た
る
場
面
に
は
、
小
説
に
も
挿
絵
に
も
「
荷
担
ぎ
の
少
年
」
は
登
場

し
な
い
。
だ
か
ら
、
上
司
小
剣
は
⑨
の
書
簡
で
「
あ
れ
な
ら
結
構
で
ご
ざ
い
ま

し
た
」
と
報
告
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
『
長
篇
小
説
全
集 

第
十
六
巻 

上
司
小
剣
篇
』
は
、
昭
和
三
年
十
一
月
一
日
に

新
潮
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
口
絵
は
「
春
田
と
濱
江
」
と
題
し
た
油
絵
で
あ
る
。

挿
絵
は
〈
愛
欲
篇
〉
に
五
点
、〈
労
働
篇
〉
に
四
点
、〈
建
設
篇
〉
に
五
点
入
れ

ら
れ
て
お
り
、
計
十
四
点
あ
る
。
い
ず
れ
の
絵
も
『
長
篇
小
説
全
集 

第
十
六

巻 

上
司
小
剣
篇
』
の
た
め
に
新
し
く
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
新
潮
社
は
当
初

「
挿
絵
を
三
十
枚
ほ
ど
入
れ
た
い
」
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、石
井
鶴
三
が
こ

れ
ま
で
の
も
の
を
使
わ
ず
、
新
た
に
描
く
と
い
う
の
で
、
挿
絵
の
数
が
出
版
社

の
希
望
の
約
半
分
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
、
石
井
鶴
三
は
「
追
加
分

の
絵
」
だ
け
で
な
く
、「
明
治
神
宮
祭
の
画
」
や
「
裸
婦
（
小
夜
子
入
浴
、
争
闘

篇
）
の
絵
」
も
描
い
て
お
り
、
上
司
小
剣
の
希
望
に
は
応
え
て
い
る
。

　
　
　

四

　

先
の
上
司
小
剣
の
自
筆
年
譜（

（1
（

に
よ
る
と
、「
東
京
」
第
四
部
〈
建
設
篇
〉
は
昭

和
五
年
に
起
筆
さ
れ
た
ら
し
い
。
発
表
さ
れ
る
の
は
戦
後
で
あ
る
が
、
そ
れ
ま

で
の
間
に
、
上
司
小
剣
は
「
東
京
」
四
部
作
完
結
へ
の
意
欲
と
そ
の
苦
労
を
石

井
鶴
三
に
宛
て
た
⑩
の
書
簡
に
書
い
て
い
る
。

⑩
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
（
仮
番
号
〔
馬
場
５
９
―
１
６
９
〕）

　

石
井
鶴
三
様　
　
　
　

上
司
小
剣

　

拝
呈
。
新
聞
で
承
り
ま
し
た
が
、
近
く
御
外
遊

の
お
も
む
き
、
ま
こ
と
に
結
構
に
存
じ
ま
す
。
久

し
く
お
目
に
か
ゝ
り
ま
せ
ん
が
、
御
健
勝
の
御
様
子

は
時
々
御
作
品
を
通
し
て
拝
見
し
て
居
り
ま
す
。

先
頃
の
試
作
展
覧
会
の
御
習
作
と
銘
あ
る
も

の
な
ぞ
、
殊
に
結
構
と
存
じ
、
暫
ら
く
あ
の
傍
を

立
ち
去
り
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
小
生
の
『
東
京
』
も

生
き
て
ゐ
る
う
ち
に
最
後
の
一
編
を
書
き
上
げ

た
い
と
思
つ
て
着
筆
し
て
居
り
ま
す
が
、
ス
ツ
カ

リ
時
代
が
変
つ
た
た
め
非
常
に
書
き
に
く
ゝ

そ
れ
だ
け
ま
た
骨
折
甲
斐
が
あ
る
や
う
に
思
は

れ
、
せ
ツ
せ
と
や
つ
て
は
ゐ
ま
す
が
、
な
か
〳
〵
筆

が
進
ま
ず
、
い
つ
完
成
す
る
か
予
想
も
つ
き
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
生
き
て
居
れ
ば
必
ら
ず
や
る
つ
も

り
で
す
か
ら
、
御
外
遊
御
帰
国
の
後
に
は
ま
た

釘
装
そ
の
他
是
非
お
願
ひ
し
た
い
と
存
じ

て
居
り
ま
す
。
い
づ
れ
そ
の
う
ち
お
目
に
か
ゝ
る
機

会
も
あ
る
こ
と
ゝ
思
ひ
ま
す
が
、
と
り
あ
へ
ず
御
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外
遊
の
お
喜
び
ま
で
申
上
げ
ま
す
。
草
々
。

　

奥
様
に
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
ひ
申
し
ま
す
。

　
　

三
月
二
十
二
日	

　

封
筒
表
の
宛
先
は
「
市
外
。
板
橋
町
中
丸
二
六
二
／
石
井
鶴
三
様
」
で
あ

る
。
消
印
は
昭
和
七
年
三
月
二
十
二
日
、
時
間
は
午
後
零
時
か
ら
四
時
、
地
名

は
「
目
黒
」
で
あ
る
。
封
筒
裏
の
差
出
人
は
「
東
京
市
外
・
馬
込
町
／
北
洗
束

（

）
六
一
九
／
上
司
小
剣
」（
印
）
で
、
上
司
小
剣
が
日
付
を
「
三
月
二
十
二

日
」
と
記
し
て
い
る
。
便
箋
は
「M

ARU
ZEN

」
の
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
一
枚

で
、
本
文
は
封
筒
と
同
様
に
ペ
ン
で
書
か
れ
て
い
る
。

　

上
司
小
剣
は
新
聞
で
石
井
鶴
三
が
外
遊
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
祝

辞
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　
「
先
頃
の
試
作
展
覧
会
」
と
い
う
の
は
、昭
和
七
年
に
開
催
さ
れ
た
第
十
六
回

院
試
作
展
で
あ
ろ
う
。
石
井
鶴
三
は
「
裸
体
習
作
」
を
出
品
し
た
が
、
上
司
小

剣
は
「
御
習
作
と
銘
あ
る
も
の
な
ぞ
、
殊
に
結
構
と
存
じ
、
暫
ら
く
あ
の
傍
を

立
ち
去
り
得
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
絶
賛
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
上
司
小
剣
は
「
小
生
の
『
東
京
』
も
生
き
て
ゐ
る
う
ち
に
最
後
の
一

編
を
書
き
上
げ
た
い
と
思
つ
て
着
筆
し
て
居
り
ま
す
が
、
ス
ツ
カ
リ
時
代
が
変

つ
た
た
め
非
常
に
書
き
に
く
ゝ
そ
れ
だ
け
ま
た
骨
折
甲
斐
が
あ
る
や
う
に
思
は

れ
、
せ
ツ
せ
と
や
つ
て
は
ゐ
ま
す
が
、
な
か
〳
〵
筆
が
進
ま
ず
、
い
つ
完
成
す

る
か
予
想
も
つ
き
ま
せ
ん
」
と
記
し
て
い
る
。
一
年
前
の
昭
和
六
年
九
月
に
満

州
事
変
が
お
こ
り
、
十
五
年
戦
争
が
始
ま
っ
て
い
た
。
読
売
新
聞
社
に
二
十
六

年
間
在
職
し
、
一
人
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
社
会
を
見
て
き
た
上
司
小
剣

は
、
す
で
に
リ
タ
イ
ア
し
て
い
た
と
は
い
え
、
時
代
の
変
化
を
感
じ
取
っ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
先
に
挙
げ
た
「
未
完
成
の
「
東
京
」
の
記
」
で
は

「『
東
京
第
四
部
建
設
篇
』
は
永
代
橋
の
潜
函
工
事
か
ら
書
き
始
め
る
つ
も
り
な

の
だ
が
、
な
か
な
か
捗
取
ら
な
い
」（

（1
（

と
述
べ
て
い
た
。
上
司
小
剣
に
は
第
四
部

〈
建
設
篇
〉
の
構
想
が
あ
り
、「
東
京
」
の
完
結
へ
の
意
欲
も
失
わ
れ
て
い
な
い

も
の
の
、
執
筆
は
順
調
で
な
か
っ
た
様
子
が
窺
え
る
。

　
　
　

五

　

昭
和
二
十
一
年
七
月
一
日
、「
東
京
」
第
四
部
〈
争
闘
篇
〉
の
第
一
回
が
雑
誌

「
東
宝
」
再
刊
六
号
に
発
表
さ
れ
た
。

　

拙
稿
「
上
司
小
剣
「
東
京
」
第
四
部
〈
建
設
篇
〉
の
連
載
と
『
上
司
小
剣
選

集
』の
刊
行
に
つ
い
て
」（

（1
（

で
紹
介
し
た
昭
和
二
十
一
年
六
月
二
十
四
日
付
の
石
井

鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
で
、
上
司
小
剣
は
石
井
鶴
三
に
「
東
京
」
第
四
部
〈
建

設
篇
〉
に
着
手
す
る
の
で
「
二
年
先
き
」
に
第
四
部
〈
建
設
篇
〉
の
挿
絵
と
装

幀
を
頼
み
た
い
と
依
頼
し
て
い
る
。「
東
宝
」
に
連
載
さ
れ
た
「
東
京
」
第
四
部

〈
建
設
篇
〉
に
は
、
挿
絵
が
あ
る
。
し
か
し
、
石
井
鶴
三
に
よ
る
も
の
で
は
な

い
。

（
（1
（

上
司
小
剣
は
昭
和
二
十
二
年
一
月
九
日
付
の
石
井
鶴
三
宛
書
簡（

（2
（

で
「
私
の

「
東
京
」
は
あ
な
た
の
挿
画
が
い
た
ゞ
け
な
か
つ
た
、書
く
に
も
張
り
合
ひ
が
な

い
や
う
な
気
が
し
て
居
り
ま
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
上
司
小
剣
と
し
て
は
、「
東

京
」
の
挿
絵
や
装
幀
を
任
せ
ら
れ
る
人
は
、
や
は
り
石
井
鶴
三
を
お
い
て
ほ
か

に
は
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
東
宝
」
で
の
連
載
は
、
昭
和
二
十
二
年
三
月
一
日
発
行
の
再
刊
十
号
で
終

わ
る
。
同
じ
号
の
「
編
集
室
よ
り
」
で
、「
上
司
小
剣
氏
に
百
枚
書
い
て
頂
い

た
『
東
京
』
も
本
号
を
以
て
一
応
連
載
を
打
切
る
こ
と
に
な
つ
た
。
以
下
二
百

枚
完
成
の
上
は
、
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
」
と
説
明
さ
れ
て

い
る
。

　

上
司
小
剣
は
昭
和
二
十
二
年
の
春
頃
か
ら
風
邪
を
引
い
た
り
、
胃
痙
攣
を
起

こ
し
た
り
し
て
体
調
を
崩
す
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
た
。
自
分
の
健
康
状
態
に
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不
安
を
感
じ
て
い
た
上
司
小
剣
は
、「
東
京
」
四
部
作
の
完
結
を
急
い
だ
の
で
あ

る
。
し
か
し
、「
東
宝
」
の
連
載
打
ち
切
り
後
、
第
四
部
〈
建
設
篇
〉
の
続
稿
は

書
い
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

昭
和
二
十
二
年
九
月
一
日
、
上
司
小
剣
は
胃
痙
攣
を
起
こ
し
、
さ
ら
に
脳
溢

血
で
人
事
不
省
に
陥
る
。
そ
し
て
、
九
月
二
日
に
帰
ら
ぬ
人
と
な
っ
た
。
上
司

小
剣
の
死
に
よ
っ
て
、「
東
京
」
四
部
作
は
未
完
の
ま
ま
で
あ
る
。

　

上
司
小
剣
は
「
東
京
」
第
四
部
〈
建
設
篇
〉
の
連
載
開
始
に
あ
た
り
、
昭
和

二
十
一
年
七
月
一
日
発
行
の
「
東
宝
」
再
刊
六
号
に
、
作
者
の
こ
と
ば
を
寄
せ

て
い
る
。
そ
の
中
で
、「
私
が
一
生
の
大
事
業
の
つ
も
り
の
長
篇
小
説
『
東
京
』

に
着
手
し
て
か
ら
、
す
で
に
二
十
数
年
の
月
日
が
流
れ
た
。
第
一
部
愛
欲
篇
、

第
二
部
労
働
篇
、
第
三
部
争
闘
篇
を
相
次
い
で
出
版
し
、
争
闘
篇
が
出
て
か
ら

も
、
十
八
年
に
な
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
上
司
小
剣
は
「
二
十
数
年
」

か
け
て
「
東
京
」
四
部
作
を
完
結
し
、「
十
八
年
」
待
っ
て
第
四
部
〈
建
設
篇
〉

を
出
版
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
間
に
、震
災
や
戦
災
を
経
験
し
、

社
会
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
っ
た
。
出
版
状
況
も
変
化
す
る
。「
東
京
」は
そ
の

煽
り
を
食
う
。
上
司
小
剣
に
と
っ
て
、「
東
京
」
四
部
作
を
完
成
さ
せ
る
の
は
、

ま
さ
に
「
一
生
の
大
事
業
」
で
あ
っ
た
。
激
動
の
「
二
十
数
年
」
に
変
わ
ら
な

か
っ
た
の
は
、
石
井
鶴
三
の
仕
事
に
対
す
る
上
司
小
剣
の
信
頼
で
あ
る
。

　

上
司
小
剣
と
石
井
鶴
三
の
共
同
作
業
お
よ
び
協
働
関
係
を
探
る
上
で
、
両
者

の
往
復
書
簡
は
第
一
級
の
資
料
で
あ
る
。
例
え
ば
、『
東
京 

第
一
部 

愛
欲
篇
』

の
校
正
を
出
版
社
が
石
井
鶴
三
に
見
せ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
や
、
表
紙
や
挿
絵

の
題
字
に
石
井
鶴
三
の
筆
蹟
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
な
ど
、
本
稿
で
紹
介
し
た
十

通
に
よ
っ
て
、「
東
京
」
の
出
版
に
関
す
る
空
白
部
分
が
い
く
つ
か
埋
ま
っ
た
。

ま
た
、「
東
京
」
の
出
版
に
お
い
て
も
、
上
司
小
剣
が
石
井
鶴
三
と
出
版
社
を
仲

介
し
、
三
者
の
協
働
関
係
を
築
く
た
め
に
尽
力
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

日
本
の
出
版
文
化
史
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
一
つ
ひ
と
つ
の
事
例
を
検
証

し
て
い
く
し
か
な
い
。ピ
ー
ス
を
一
つ
ず
つ
置
い
て
い
く
こ
と
で
、や
が
て
全
体

像
が
見
え
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
貴
重
な
事
例
の
一
つ
が
上
司
小
剣
の
「
東

京
」
の
出
版
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

注

⑴　

拙
稿
「
上
司
小
剣
『
東
京
』
四
部
作
の
成
立
過
程
」（「
日
本
近
代
文
学
館 

紀
要 

資
料

探
索
」
第
７
号
、
平
成
24
年
３
月
20
日
、
61
～
76
頁
）

⑵　

拙
稿
「
上
司
小
剣
『
東
京 

第
一
部 

愛
欲
篇
』
の
制
作
状
況
」（「
信
州
大
学
附
属
図
書

館
研
究
」
第
３
号
、
平
成
26
年
１
月
31
日
、
37
～
48
頁
）

⑶　

拙
稿
「
上
司
小
剣
『
東
京 

第
二
部 

労
働
篇
』
の
出
版
と
そ
の
後
」（「
信
州
大
学
附
属

図
書
館
研
究
」
第
４
号
、
平
成
27
年
１
月
31
日
、
29
～
40
頁
）

⑷　

拙
稿
「
上
司
小
剣
『
東
京
』
四
部
作
の
成
立
過
程
」（
前
掲
）
69
～
71
頁
。

⑸　
「
東
京
」
第
一
部
〈
愛
欲
篇
〉
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
上
司
小
剣
『
東
京
』〈
愛
欲
篇
〉

の
新
聞
連
載
の
事
情
」（「
信
州
大
学
附
属
図
書
館
研
究
」
第
２
号
、
平
成
25
年
１
月
31

日
、
１
～
11
頁
）
を
参
照
。

⑹　

上
司
小
剣
の
『
花
道
』
は
、大
正
十
年
二
月
三マ

マ十
日
に
玄
文
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。「
花

道
」
に
つ
い
て
は
、拙
稿
「
上
司
小
剣
「
森
の
家
」「
花
道
」
の
挿
絵
と
装
幀
に
関
し
て
」

（「
信
州
大
学
附
属
図
書
館
研
究
」
第
１
号
、
平
成
24
年
３
月
31
日
、
41
～
52
頁
）
を
参

照
。

⑺　

上
司
小
剣
「
未
完
成
『
東
京
』
の
記
」（「
長
篇
小
説
」
第
１
巻
３
号
、昭
和
12
年
５
月

１
日
）
15
頁
。

⑻　

上
司
小
剣
「
未
完
成
『
東
京
』
の
記
」（
前
掲
）
15
頁
。

⑼　
「
東
京
」
第
二
部
〈
労
働
篇
〉
は
、大
正
10
年
７
月
15
日
か
ら
11
年
１
月
１
日
ま
で
「
中

央
公
論
」（
第
36
年
８
号
～
37
年
１
号
）
に
、
大
正
11
年
１
月
１
日
か
ら
８
月
１
日
ま
で

「
解
放
」（
第
４
巻
１
号
～
８
号
）
に
発
表
さ
れ
た
。〈
労
働
篇
〉
の
最
後
の
章
に
あ
た
る

「
自
身
の
姿
」
は
『
東
京
第
二
部
労
働
篇
』（
大
正
11
年
８
月
25
日
、大
鐙
閣
）
を
刊
行
す
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る
際
に
加
筆
さ
れ
た
。

⑽　

上
司
小
剣
「
未
完
成
『
東
京
』
の
記
」（
前
掲
）
16
頁
。

⑾　
「
東
京
」
第
三
部
〈
争
闘
篇
〉
は
、
雑
誌
「
解
放
」
の
大
正
十
二
年
一
月
一
日
発
行
の

第
五
巻
一
号
と
、
同
年
五
月
一
日
発
行
の
第
五
巻
五
号
に
発
表
さ
れ
た
。

⑿　
「
上
司
小
剣
年
譜
」（『
現
代
日
本
文
学
全
集 

第
23
巻
』
昭
和
５
年
４
月
13
日
、改
造
社
）

⒀　
「
東
京
日
日
新
聞
」
に
発
表
さ
れ
た
中
里
介
山
の
「
大
菩
薩
峠
」
の
う
ち
、〈
無
明
の

巻
〉
は
大
正
十
四
年
一
月
六
日
か
ら
五
月
十
二
日
ま
で
、〈
流
転
の
巻
〉
は
大
正
十
五
年

一
月
五
日
か
ら
五
月
二
十
日
ま
で
連
載
さ
れ
て
い
る
。

⒁　

拙
稿
「
上
司
小
剣
『
東
京
』
四
部
作
の
成
立
過
程
」（
前
掲
）
70
～
72
頁
。

⒂　

拙
稿
「
上
司
小
剣
『
東
京
』
四
部
作
の
成
立
過
程
」（
前
掲
）
で
紹
介
し
た
上
司
小
剣

宛
石
井
鶴
三
書
簡
は
、
本
文
末
尾
に
「
廿
六
日
夕
」
と
あ
る
が
、
使
い
便
で
消
印
が
な
い

た
め
、封
筒
か
ら
は
何
年
何
月
の
も
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
本
文
が
『
長
篇
小
説
全
集 

第

十
六
巻 

上
司
小
剣
篇
』
の
挿
絵
の
場
面
を
知
ら
せ
る
内
容
だ
っ
た
の
で
、
昭
和
三
年
の

書
簡
で
あ
る
こ
と
は
推
定
で
き
た
が
、
月
は
不
明
で
あ
っ
た
。「
廿
六
日
夕
」
の
石
井
鶴

三
書
簡
か
ら
、
上
司
小
剣
の
追
加
原
稿
を
石
井
鶴
三
が
読
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
今
回
、

本
稿
で
紹
介
し
た
⑧
と
⑨
の
書
簡
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
で
、九
月
二
十
三
日
に
は
上
司
小

剣
の
追
加
原
稿
は
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、十
月
五
日
に
は
追
加
原
稿
に
対
応
す
る
石

井
鶴
三
の
挿
絵
が
完
成
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、「
廿
六
日
夕
」
の
石
井
鶴
三
書
簡
は

昭
和
三
年
九
月
二
十
六
日
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。

⒃　
「
上
司
小
剣
年
譜
」（『
現
代
日
本
文
学
全
集 

第
23
巻
』
前
掲
）

⒄　

上
司
小
剣
「
未
完
成
『
東
京
』
の
記
」（
前
掲
）
16
頁
。

⒅　

拙
稿
「
上
司
小
剣
「
東
京
」
第
四
部
〈
建
設
篇
〉
の
連
載
と
『
上
司
小
剣
選
集
』
の
刊

行
に
つ
い
て
」（「
信
州
大
学
附
属
図
書
館
研
究
」
第
５
号
、平
成
二
十
八
年
一
月
三
十
一

日
）
30
頁
。

⒆　

挿
絵
は
第
一
回
を
福
山
義
夫
が
、
第
二
回
以
降
を
宮
田
重
雄
が
担
当
し
て
い
る
。

⒇　

昭
和
二
十
二
年
一
月
九
日
付
の
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
に
は
、「
い
つ
ぞ
や
電
通

か
ら
出
し
ま
し
た
挿
絵
展
覧
会
の
あ
の
立
派
な
豪
華
な
図
録
を
出
し
て
、あ
な
た
の
見
事

な
「
東
京
」
の
洋
画
の
挿
画
に
見
と
れ
て
ゐ
ま
す
」
と
あ
る
。
拙
稿
「
上
司
小
剣
「
東

京
」
第
四
部
〈
建
設
篇
〉
の
連
載
と
『
上
司
小
剣
選
集
』
の
刊
行
に
つ
い
て
」
で
は
、こ

の
「
挿
絵
展
覧
展
」
を
「
春
陽
会
展
覧
会
」
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
が
、そ
の
後
の
調

査
で
日
本
電
報
通
信
社
の
創
立
四
十
周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
、昭
和
十
五
年
十
一

月
二
十
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
三
越
本
店
で
、同
年
十
二
月
十
八
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で

大
阪
三
越
で
開
催
さ
れ
た
「
明
治
、
大
正
、
昭
和
挿
絵
文
化
展
覧
会
」
で
あ
り
、「
立
派

な
豪
華
な
図
録
」
も
『
明
治
大
正
昭
和
挿
絵
文
化
展
記
念
図
録
』（
昭
和
十
六
年
七
月
五

日
、
日
本
電
報
通
信
社
）
だ
と
わ
か
っ
た
の
で
、
こ
こ
で
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
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す
る
に
あ
た
り
、
髙
野
奈
保
氏
・
多
田
蔵
人
氏
・
出
口
智
之
氏
・
杲
由
美

氏
・
松
本
和
也
氏
に
ご
教
示
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

＊
本
稿
は
科
学
研
究
費
補
助
金
（
基
盤
研
究
Ｃ
・
課
題
番
号16K02420

）
に
よ
る
研
究
成

果
の
一
部
で
あ
る
。


